


















































のmRNAの発達に伴 う発現変化を in situ
hybridization法を用いて検索すると,Mg2+低
感受性NMDA誘発性イオン電流発生に関与す
ることが知られているNR2cmRNAが生後2-
3週頃に橋核に特異的に強く発現していること
が明らかとなった｡
生後 2週頃のラット橋核ニューロンはその軸
索を標的細胞である小脳頼粒細胞に向けて伸ば
しシナプス連絡を形成している時期であり,組
織形成学的比較研究によればヒトではほぼ胎生
30過頃に相当する｡ 本研究で明らかにされた
Mg2十による抑制を受けずに容易にCa2ーの細胞内
流入を導くMg2+低感受性NMDA型グルタミン
酸受容体チャネルは,不良子宮内環境により胎
児が低酸素条件を暴露された場合,直ちに橋核
ニューロンに細胞内Ca2+高濃度上昇を導き,細
胞内高濃度Ca2+が誘発するエネルギー枯渇や
Ca2十依存性酵素群の異常活性化により選択的ニュー
ロン死を生じさせるものと推察される｡ このよ
うな発達期特有のグルタミン酸受容体の機能変
化が従来原因不明とされてきた胎児 ･新生児特
異的脳障害の発症原因の1つになっている可能
性が考えられる｡
3.スクワット動作における筋電図学的分析
池添 冬芽,市橋 則明
(理学療法学科)
スクワット動作は下肢荷重位でのclosed
kineticchainexerciseとして,臨床的に広く
用いられているが,スクワット動作を行う条件
によって,どのように筋活動が変化するかにつ
いては明らかではない｡そこで今回,スクワッ
ト動作の筋電図学的分析として,(日)スクワット
時の足圧中心位置が下肢筋に及ぼす影響につい
て,(月)スクワット動作における速度の違いが下
肢筋の筋活動に及ぼす影響について検討した｡
【研究1】健常成人12名を対象として,スクワッ
ト時における足圧中心位置が膝 ･足関節周囲筋
の筋活動にどのような影響を及ぼすかについて
検討した｡筋電図の測定箇所は大腿直筋,内側
広筋,外側広筋,半膜様筋,大腿二頭筋,排腹
筋,前陛骨筋の7カ所とした｡膝屈曲30度,60
皮,90度位の3種類の膝屈曲角度での両脚スク
ワット肢位を,それぞれ重心中間位,前方位,
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